
令和５年度 桜台中学校 学校評価 

 

達成度については、Ａ４点，Ｂ３点，Ｃ２点，Ｄ１点と重みをつけて平均値を算出する。 

「あてはまる」、「ややあてはまる」の回答を肯定的な回答として、その割合を表す。 

 

【教職員】 

・全体として、３．５ポイントを上回っている項目が、３６項目中２６項目ある。（前期

も２３項目で同じ。）その中でも、７「生徒の相談等には親身になって対応してい

る。」、２８「管理責任場所の安全管理を確実に実施している。」、３０「学級や学年

の様子を通信等で積極的に情報提供している。」、３１「保護者会や面談等で学校の様

子等を伝えている」、３３「保護者からの連絡や相談にていねいに対応している。」に

ついては、全ての教職員が「あてはまる」、「ややあてはまる」と回答しており、どれ

も３．８ポイント以上と高い数値となっている。 

 

・１「信頼される教師となれるように常に資質向上に努めている。」４「基本的な生活習

慣が身につけられるよう、指導をしている。」、５「問題行動やいじめに対して、基本

計画に基づき適切に指導している。」、１８「わかる授業、魅力ある授業を意識して取

り組んでいる。」、１９「思考力・判断力・表現力を身につけさせるための工夫を行っ

ている。」の５項目については、我々教職員の職務を考えると、４ポイントにできる限

り近づけられるよう意識を高くしていく必要がある。 

  

・３４「職業・福祉体験等の体験活動を積極的に行っている。」、３５「ボランティア活

動を呼びかけ、地域に貢献できる生徒を育てようとしている。」の２項目は、どちらも

３ポイント程度の低い数値となっている。しかし、コロナウイルス感染症の影響を受け

た令和２年度から今年度前期までの間、この２項目は、ずっと３ポイントを下回ってい

たので、少しずつこの数値をさらに上げていくために、今後も体験的な学習を行事とタ

イアップさせる等の工夫と改善を図っていく必要がある。 

  

・７「生徒の相談等には親身になって対応している。」及び３３「保護者からの連絡や相

談にていねいに対応している。」については、４ポイントと全職員が「あてはまる」と

なっている。しかし、生徒の項目９「悩みや困ったことがあったら先生に相談している

（しようと思う）。」は３．００ポイント（前期２．８５）、保護者の項目５「学校は

子どもの悩みや相談に親身になって対応している。」は３．１２ポイント（前期３．１

５）と教職員の回答と数値に開きがある。生徒によっては、悩みや困ったことの相談相

手を、先生ではなく、先生以外の誰かに相談している場合もあるため、このポイントの

差だけで意識のずれがあるとは言えないが、我々教職員は、生徒が相談したい時に、相

談できる環境作りと、表には出していないけれども悩んでいる生徒が一定数いることも

忘れず支援に当たる必要がある。 



【生 徒】 

・全体として、「あてはまる」、「ややあてはまる」と肯定的な回答が８０％を越える項

目は２３項目中１８項目（前期は１５項目）あるが、今年度前期と比べ２％以上評価が

上がった項目が１２項目あり（前期は昨年度の前期に比べ２％下がった項目が１５項目

あった）、前期の数値を受け止め、より生徒への丁寧な対応、誠実な対応がつながった

結果と考える。特に３「夢を持っており、夢に向かって努力している。」は、大きく数

値が上がっており、これは、校長からも学校教育目標である「夢をもち」をキーワード

として、意識的に職員にも、生徒にも会議や集会等で話してきたことが浸透してきてい

ると考える。 

 

・１０～１３の「あいさつ」「素直な心」「感謝の気持ち」「思いやり」についてや、 

１４「学級の係や当番をしっかり行っている。」、１５「清掃活動を一生懸命取り組ん

でいる。」の項目は、肯定的な回答の割合が９０％以上と高い数値となっている。この

６項目は、学校教育目標の副題である－夢・心・汗－を多くの生徒が意識して活動して

いるといえる。ただし、反面「あまりあてはまらない」「あてはまらない」という生徒

も若干名いるため、継続して生徒一人一人の心を耕す指導の工夫をしていく必要があ

る。 

 

・前期では、昨年と比べ２％以上下がった６「部活動」、７「生徒会活動」、１６「授業

は楽しい」、１８「家庭学習の習慣」、２２「体力の向上」については、どれも２％以

上上昇した。これは、前期の結果を受け、生徒の主体性な活動を意識的に推進し、生徒

が主体的に考え、取り組む場面を意図的に設定し、褒める・認める等の評価を丁寧にす

ることで、生徒が日頃から小さな成功体験や自信を積み重ねられるよう支援したことが

つながったと考える。ただ、１８「家庭学習の習慣」、２０「読書の習慣」について

は、全体からするとまだまだ低い数値といえるため、さらなる向上を目指した取り組み

を検討していく必要があると考える。 

 

【保護者】 

・全体としては、１９項目中１６項目で「あてはまる」、「ややあてはまる」の肯定的な

回答が８０％を越えている（前期も１６項目）。中でも、１１「学校の施設・設備は、

安全できれいに整っている。」、１３「学校は保護者からの連絡や相談に対して、てい

ねいに対応している。」の２項目については、大きく上昇している。この２つの項目

は、学校施設については、昨年からの課題であり、保護者へのていねいな対応について

は、前期、昨年と比べ大きく下降した項目だったので、学校の日々の小さな取り組みの

積み重ねがつながったと考える。一方、９「読書活動」、１２「体験活動」の２項目に

ついては、まだまだ低い数値といえる。今回の結果を真摯に受け止め、現状の取り組み

を振り返り、改善に努めていくことが大切であると考える。 

 



【学校評議員より】 

・全体的に良好な数値といえる。特に、生徒・保護者・教職員ともに、前期の数値よりも

上昇している項目が多くて良いと感じる。今後も、自信をもって学校（先生方）には、

教育活動に取り組んでほしい。 

・学校教育目標にある「夢をもち」の部分について、生徒項目「夢を持っており、夢に向

かって努力している」の数値が、昨年度、今年度前期と少しずつ上昇しているので、そ

の理由を確認し、継続した取り組みを期待したい。 

・いくつかの行事を参観したが、生徒の発想や企画力に驚かされる。生徒の楽しそうな表

情がとても良い。 

・それぞれ生徒・保護者・教職員の項目の中に、共通した項目があるが、そのうちいくつ

かの項目について、保護者・生徒間（読書）、保護者・生徒・教職員間（悩み相談）で

数値の差があるので、その点は分析して今後にいかしてほしい。 

・以前授業を参観した際、どの授業も小グループで活動していた。小グループ「学び」の

約束を提示して、学校として取り組んでいることはとても良いと感じる。 

・ＰＴＡ活動については、３０周年記念事業として、ＰＴＡがイベント（謎解き）を企画

して取り組めたことは、非常に良いと感じた。学校評価の数値からは、難しさを感じる

が、学校と地域との連携については、今後も課題といえる。 


